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秘儀荘における女性のイニシエーション 
 
高 田 夏 子 
 
１、はじめに 
 
 このたび、ポンペイの遺跡を訪ねる機会を得た。街の様子や、どのように暮らしていたのか
など歩いて知ることができ、それはそれで興味深かった。そして、ポンペイの最後に秘儀荘に
向かった。もう夕方になっており、暗い中で、ライトで照らしながらの見学になってしまい、
それは残念だったが、部屋の広さなどを含め、その雰囲気を味わえたのはよかったと思う。最
初の率直な印象は、まずどうして街の外に、結構遠いところにあるのだろうということと、ど
うして女性の儀式なのだろうと、性的なニュアンスがありそうだけど、男性のための娼婦の館
は街の中に、堂々とまでは言えなくとも、ちゃんと組み込まれてあるのに、ということだった。
ガイドの方の話や、ガイドブックには、皇帝がディオニソス信仰の乱痴気騒ぎをよくないこと
としたため、街から離れたこのような立地のところで行われたのだということだった。しかし、
ポンペイレッドといわれる、赤い色に塗られた壁に描かれている一連の絵を見ているうちに、
次第にこれまで聞いたことのあるイニシエーションとの共通するものもあるようで、女性の人
生上意味のある儀式なのだろうと思え、その意味を知りたくなった。 
 
２、何の儀式か？ 
 
 結論から言うと、秘儀荘の壁の一連の絵が何を描いているのか、断定はできないようである。
おそらくエレウシスで行われていた神秘的な通過儀礼を伝えるために描かれたのだろうが、そ
れはあまり知られていない、ディオニソスの儀式であろうということである（Maiuri, 1954, 
trans. Gilbert p103）。ディオニソスがアリアドネと描かれていることからも、そのように考え
られるのが一般的であるが、もっと激しい論争もあり、たいていの研究者は、フレスコ画の意
味については、よくわからないとしているという（Fierz-David, 1988, p13）。 
 一連の絵を見ると、女性が儀式に参加し、変容を遂げていく様子が伺える。そのことから、
結婚の儀式であるとか、子どもを授かるための儀式（シーン２の女性は妊娠しているようにも
みえる）であるとか、ディオニソス教の入門の儀式であるとかは考えられるところである。 
 Maiuri（1954, trans. Gilbert p103）は、彼らはナクソス島で抱擁しているディオニソス神
とアリアドネを表しているという意見を述べている。神との聖なる結婚を描いているというの
― 64 ― 
である。ナクソス島は、アリアドネがテセウスに捨てられた悲しみのあまりに死のうとしたと
ころである。ちょうどその時にディオニソスが海から現れ、彼女との愛ある結婚が全うされた。
ディオニソスはワインや歌のような精神のエクスタシーの神だけでなく、死と地下世界の神で
もある。この神の訪問はアリアドネの魂を魅了した。こうしてアリアドネは、変容をもたらす
激しい生の二つの側面の統合の力を体験した。その二つの側面とは、生を与える精神のエクス
タシーと本能的な生の流れに没頭するエクスタシーで、これらは意識的な自己決定の背後にあ
り、それを進めていくものである。 
 
３、ディオニソス信仰 
 
 さまざまな宗教に先行する「はじまりの宗教」と考えられるもので、道徳宗教ではなく自然
宗教であり、儀礼ではなくエクスタシーを基調とする。全ての人間が、肉体的・知的・霊的次
元における自己実現を達成し、あらゆるものの響き合う宇宙の中で自己の使命を十全に果たせ
るに違いないという考えに基づいている（Danielou, 1979, 淺野・小野訳 2008 p1）。ディオニ
ソスは、酒と陶酔・解放の神で、後期ギリシア世界の最大の神である。トラキアあるいはプリュ
ギアからの外来の神で、もともとはデメテルと同様に、穀物と農業一般の神だったのだろうと
いう。エレウシスの密儀は、農耕の神秘と結びついていたが、おそらく性的活動、植物の豊饒、
食物の神聖さが、そのイニシエーションのシナリオを形成し、イニシエーションは、食物、性、
生殖、儀礼的死などの神秘や神聖さを明らかにするものであった（Eliade, 1974, 村松訳 2004, 
p187）。しかし次第にその痛飲乱舞の非ギリシア的な儀式は、ギリシア各地で排斥されるよう
になっていった。 
 
４、ディオニソスとアリアドネの神話 
 
１）ディオニソスの神話 
 ゼウスが蛇の姿でとペルセポネと交わり、その子どもがザグレウス（Zagreus）であった。
嫉妬したヘラがタイタンを遣わした。タイタンはザグレウスを引き裂き食べてしまったが、心
臓だけはアテネによって救い出され、ゼウスはこれを自分の腿に隠し、のちに生まれさせた。
ゼウスはタイタンを雷で焼き尽くし、その灰から人間が作られた。このことにより人間は、ザ
グレウスの神のかけらとタイタンの罪をもともと負っているという。引き裂かれ食べられると
ころ、もともとの罪という点は、キリスト教との類似がみられるところである。別の説では、
ゼウスは地上での愛人のセメレに、ザグレウスを飲みものの形で飲ませ、セメレはディオニソ
― 65 ― 
スを身ごもる。ヘラの嫉妬で、ゼウスは間違えてセメレを雷で殺してしまい、ゼウスはディオ
ニソスをセメレから救い出した。 
 ゼウスは彼をセメレの姉妹のイノに育ててもらうが、ヘラはイノを発狂させた。ゼウスは彼
を守るために彼を子山羊のの姿に変えて、ニンフたちに育てさせ、シレノスがこれを助けた。
青年のディオニソスが、海賊に故郷のナクソス島に行こうとだまされて船に乗せられていた時、
船乗りたちがナクソス島ではない方向に行こうとすると、風はやみ、絡まり合ったぶどうの蔓
が船を覆い、櫂は蛇と化し、帆にも帆柱にも蔓がびっしりとからみつき、その房が少年のディ
オニソスの頭上にみられたという。船乗りたちは発狂して海に飛び込み、イルカや魚に変えら
れた。彼を奴隷に売り飛ばすことに反対したかじ取りのアコイテスのみ無事で、彼はのちにディ
オニソスの忠実な僕となり、神官となる。ディオニソスはこのナクソス島でテセウスに捨てら
れたアリアドネを救い、彼女と結婚した。彼が花嫁に与えた冠は、空に上がって冠座となった
（Grant・Hazel, 1973, 西田他訳, 1988, p315）。 
２）ナクソスのアリアドネ 
 アリアドネは、ミノス王の愛らしい王女であったが、テセウスに一目ぼれをして彼が迷宮の
ミノタウロスを殺すのを助け、その後はテセウスと一緒に父の島を後にし、ナクソス島につい
た。しかしここでテセウスに捨てられ、ナクソス島に一人残されたアリアドネは、死を望んだ
が、それとわからぬままにディオニソスに受け止められた。ディオニソスの方もアリアドネと
わかって受け止めたわけでなく、狂気をもたらすこの神は、この時母を求めて正気を失ってお
り、アリアドネを見つけたのである。別の説では、テセウスの夢枕にディオニソスが立ち、ア
リアドネは自分の妻にするので立ち去るようにと言ったというものもある。テセウスに残され
絶望しているアリアドネだが、夜になってディオニソスが現れ、アリアドネをドリオス山にさ
らい、そこでまずディオニソスが消え、続いてアリアドネも消えたという（Schvab, 角訳 1979, 
p259）。アリアドネは死に、聖なる結婚で変容し、よみがえる。しかし、ディオニソスにとっ
てもこれは変容であり、というのも、ナクソスでワインを発見するからである。 
 
５、秘儀の部屋に描かれた 10 シーン 
 
 秘儀の部屋は、7×5 メートルの部屋で、床は黒と白のモザイクでできている。東側の壁の中
央に窓があり、テラスにつながっている。壁に描かれた 10 シーン、イラストは Fig.1 のようで
ある（Edozoni Spano のガイドブックなどを参考に、筆者が作成した）。この部屋は、領主の
寝室の隣の部屋で、クロークルームとも、あるいは秘儀が行われた部屋とも考えられるという。
（Fierz-David, 1988）。以下にシーンの説明と、Fierz-David のユング心理学的な立場からの
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解釈をまとめる。 
１）第 1シーン：The reading of the ritual and the offeror 
小さな入口の近くの長い壁に、ヴェールを被り、話を聞いている入門者（initiate の訳は、
何の儀式かによって、入門者とも花嫁ともいえるが、とりあえずここでは入門者と訳すことに
する）が描かれている。裸の男の子が巻物から彼女に読んで聞かせている。彼の後ろに女祭司
が座り、彼にすることの指示を与えているようで、同時に注意深く入門者を見ている。 
 入門者は、右手を腰に当て、左手で胸のあたりのヴェールを持ちあげているが、これは象徴
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 
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的に考えることができる。右手を腰に当てるのは、動いていないということ（non-action）を
表し、左手で胸のあたりのヴェールを持ちあげているのは、新しい影響を与えるものにこころ
を開いているということを表している。男の子が読んでいるのは、ザグレウスの無残な死とそ
の再生の神話の物語だろう。この男の子は裸だが、古代の人にとって裸であることは神性を表
していた。また男の子が履いている半長靴は、ギリシャの演劇ではディオニソスのものである
ことから、この男の子は子どものディオニソスと考えられる。女祭司は、意識を表している。
イニシエーションの手続きは、偶然に起こるものではなく、意識的な過程でもある。女祭司は、
入門者に彼女のこころが神の鼓動に開かれているかを問いかけているかのようである。 
２）第 2シーン：The sacrifice and the libation 
金梅花の枝注１の冠を被り、ケーキを運んでいる女性が描かれている。彼女はそれを別のテー
ブルに運んでいる。そこでは女祭司が丁度儀式を始めたところである。女祭司の左横には、覆
われたバスケットを差し出している女性がいる。右横では、若い女祭司が、神酒のために水を
注いている。 
（Fierz-David は、金梅花の冠を被っている女性から第 2 シーンとしている。この女性を第
1 シーンの方に含めて、ディオニソスの母セメレの姉妹イノとする解釈もある（Edizoni Spano
によるガイドブック p23）。入門者はヴェールを脱いで、容器に入った、切り分けられた生け贄
のケーキを、贈り物としてテーブルに運んでいる。このケーキは、ザグレウスがタイタンに切
り裂かれて食べられ、そのタイタンの灰から人間が作られ、人間はその性質と罪を負っている
という神話と関連している。神話的には、タイタン族はまだ生きていて、地震の前兆を起こし
たり、火山の爆発を起こしたりしていると考えられている。オリピアの勝利は、精神の勝利と
いうことで、タイタンに象徴されるような本能的なものは抑圧されるようになった。こうして
精神と物質の永遠の葛藤が生まれ、それは人間というミクロコスモスの中でも起きていること
である。後期ローマでは、特にこの隔たりは大きかった。現代の世界では科学がオリンピアの
秩序のようなものになっているともいえる。第 2 シーンでは、若い女祭司が神酒を注いでいる。
これは罪に悩むたましいは浄化をひつようとしていることを表している。彼女は、いわゆる本
能の導き手といえるもので、ディオニソスの地下の世界では光となるものである。 
３）第 3シーン：Pastoral scene with Silen in the guise of a musician 
竪琴を奏でている半裸のシレノス注２が描かれている。彼の横には、小さな岩の塊に、ファウ
ヌス注３とパン注４（女性の姿のパン）が座っている。フルートを吹いているファウヌスに、一匹
の子ヤギがもたれかかり、もう一匹のヤギはパンの乳を吸っている。真正面では、若い牡鹿が
注意深く耳を澄ましている。 
 シレノスが半裸なのは、彼が半分神であるということで、彼はもともとはそこから知恵があ
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ふれる水の精であった。また彼は、酔った状態で予言をするディオニソスのワインの精でもあ
る。水の精であることからも、シレノスは、入門者が最初に集合的なこころの内容に触れると
きの仲介者であるといえる。シレノスは、原始社会のメディスンマンと比することができるだ
ろう。彼は女性の格好をして、精神的、指導的、教育的な役割をする。子山羊は、入門者が子
どものような状態、本能が文明化され、作り変えられる前の状態になる必要を表現している。
儀式の最初に必要なのは、以前の意識を失うことである。これは個性化の過程を歩む現代人に
も必要なことで、恐ろしいことと感じられるだろう。フレスコに描かれているシレノスの顔は、
その広く平たい顔と落ちこんだ鼻という特徴が、ソクラテスと似ている。この時代のローマの
女性にとって、精神的な導き手としてソクラテスは適していたのだろう。女性は精神性の発達
に男性を必要とする。ユングは、この元型的男性イメージをアニムスと名付けた。女性はこれ
を父親や男性に投影し、体験する。現代の女性は、ある程度の教育を受けた人であれば、この
アニムスの意見というものを、自分のポケットに詰め込んでいるという。 
４）第 4シーン：A horror-struck woman 
たった一人の人物が描かれている。いわゆる怯えている女性で、ケープを急いで羽織り、逃
げ出そうとしているように見える。 
 儀式の中心に描かれているのは、ディオニソスとアリアドネの像だが、入門者はまだこの最
奥の段階には達しておらず、外側の聖域におり、内側への入口に立っていると言える。Maiuri
（1954, trans. Gilbert p104）は、彼女が見ているのは第 7 シーンの鞭打ちのシーンではない
かと言っている。Fierz-David は、入門者は神の声に従うか、怖くて儀式から逃げ出すかのと
ころにいて、第 5 シーンのシレノスがこれを注意深く見ているという。 
５）第 5シーン：Silen offering drinks satyrs 
部屋の後ろの壁には、まず座っているシレノスが、怯えている女性を振り向いてみているの
が描かれている。同時に彼は、金属の壺を女性とは反対の方に持ち上げている。彼の後ろで、
若いファウヌスが腰をかがめて壺の中を覗き込んでいる。このファウヌスの背後で、別の若い
ファウヌスが笑いながらディオニソスの恐怖の面（Maiuri はこれをシレノスの面であると言っ
ている（Maiuri（1954, trans. Gilbert p104）。確かに描かれている顔の特徴は、ソクラテス顔
のシレノスに似ているように見える）を掲げている。 
 シレノスは、怯えている女性を振り向いて、注意深く彼女がどうするかをみているようであ
る。彼の姿はやはりソクラテスのようで、第 3 シーンと違ってもはや恍惚の状態ではなく、思
慮深く厳格な顔をしている。シレノスがワインの入った容器を高く上げているのは、キリスト
教のミサで、カリス高く上げて祈るのと同じであろう。デルフォイの神殿には、ディオニソス
の墓もあるが、アポロが生を、ディオニソスが死を司るという点で、対応する関係にある。デ
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ルフォイの神殿では、神の帰還が祝われるが、女性だけが狂乱の状態で神の子がはいった唐箕
のバスケットを持って、神殿に入ってくる。男性と女性では儀式の参加の仕方、体験の仕方が
異なるようである。このバスケットは秘儀荘の絵では第 7 シーンにでてくる。第 5 シーンでは、
若いファウヌスがワインの容器をのぞきこんでいるが、彼はワインに酔っているわけではなく、
その顔は、恐怖と驚きで麻痺しているように見える。彼が見ているのは、ワインに映ったディ
オニソスの面であろう。自分の顔が映るはずのところに、ディオニソスの面を見て、自分の獣
性をのぞき見て驚いていると言える。世界は、自然科学の発展でますます神を奪われ、それは
ますます生の内的な意味をなくすことになっている。そして宗教的体験はそぎ落とされ、とき
どき夢の中でのみ体験されるようになった。 
６）第 6シーン：Dionysus and Ariadne 
後ろの壁の真中は、残念ながらひどく傷んでいる。それはディオニソスの堂々とした肖像で、
最愛のアリアドネにもたれている。リボンで飾ったティルソス（バッカスの杖）注５が彼の膝に
斜めに立てかけてある。 
 ディオニソスとアリアドネのコニウンクチオ註６が描かれている。地下の世界はいつもたまし
いのいきつくところであり、このシーンは、地下の太陽であるディオニソスと月であるアリア
ドネの統合のシーンである。これによってアリアドネはペルセポネと同様の玉座についた。儀
式はここでもっとも深いターニングポイントを迎え、これから先新しい可能性が示される。 
７）第 7シーン：The unveiling of the phallus in the sacred casket and a flagellated girl 
まず帽子をかぶった女性が膝づいているのが目に入る。歪んだ姿勢をしていて、目を大きく
開けて見つめている。彼女は松明を背負っていて、彼女の前には liknon というバッカスの唐箕
のバスケットがある。彼女はあたかもその中の大きなファルスの覆いを取ろうとしているよう
に見える。彼女の背後には、ちょっとしか見えないのだが、ひどく動揺した 2 人の女性が見え
る。彼女の前には、黒い羽根の天使が舞い、彼女に動かないよう手をあげて制している。同時
に、もう一方の手には鞭を持ち、打つように腕を振り上げている。Flagellation のシーンであ
る。このシーンで、部屋の後ろの壁は終わっている。 
 第 4 シーンの恐れている女性と関連があり、彼女はいわゆるバッカスの侍女（巫女）になっ
たということである。オルフェウスの神話の場合、オルフェウスはエウリュディケを連れ戻し
に冥界へいくが、彼女を伴って地上へ出るまで、後ろを振り向いてはいけなかった。エウリュ
ディケは男性の中の女性像の象徴で、たましいのイメージである。男性にとっても女性にとっ
ても、変容し、再生して、統合することがゴールであるが、それに先だって暗闇に耐えること
はなかなかできないことである。入門者は、人形のように硬く、無表情で、目だけが大きく描
かれている。おそらく神のヴィジョンに恍惚となっているのではないかという。彼女は跪いて、
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長い松明を持っているようで、Fierz-David は、これを十字架を背負っているようだという。
長いたいまつは磔の柱で、入門者は殉教者のようだというのである。人形のように無表情でぎ
こちない様子は、身体とたましいのつながりが壊れ、たましいだけになっているからである。
松明の火はワインと関連があり、ワインは「火の水」と言われるが、火が水に入りこんだもの
である。跪いた入門者は、バスケットの中のファルスに象徴されるディオニソスの創造的な精
神（Spirit）を見て、触発されるが、狂乱もしていて、人間の属性と感情を失った状態にある。
黒い天使は、きわどい状態にある入門者を助けてくれる存在で、Fierz-David は、spiritual 
feeling of modesty と呼んでいる。彼女は、伝統的なアイドース（Aidos：古代ギリシアで良心
を擬人化したもの）の特徴を持っていて、入門者にとって、知恵の光として、慎みの感覚（feeling 
of modesty）を体現している。入門者のアニムスもまた変容を遂げている。第 3 シーンでは、
彼は小さな牡鹿であったが、ここでは、地下の世界で入門者の道を照らす松明になっている。
アニムスの機能である、導き、意識と集合的無意識の内容を仲介するという役割になっている。
恍惚となっている入門者は、自分を第 3 シーンのシレノスの片割れのように、“メディスンウー
マン”のように感じているかもしれない。これは自我肥大注７した危険な状態であり、アニムス
に憑かれた状態、アニムスの暗い、悪魔的な力の影響をうけているといえるだろう。アニムス
の明かりというのは、常に女性を照らしているもので、鏡のように痛みを伴う自己認識を促す
ものでもある。彼は私たち自身の影の部分を担っていて、彼が狂った力のある、悪意のあるも
のであれば、私たち自身がそうなのである。アニムスに同一化した状態では、心的エネルギー
はもはや新しい発展はない。古代のイニシエーションは、無意識の内容がどのように意識に同
化されるかを私たちに示してくれる。黒い天使は、入門者が精神的な発達を遂げようとした時
に、アニムスに同一化しようとしたまさにその時に、現れている。彼女は慎みの感覚（feeling 
of modesty）を体現し、それが女性には必要であることを示している。彼女はディオニソスの
服装である半長靴をはいていて、ディオニソスの女性的側面である。地下世界は、布で覆われ
たファルスに象徴されるように、創造的力であり、それは天使に人格化されていたものを神聖
なソフィアに変容させたという。 
８）第 8シーン：The flagellated girl and a bacchante 
ここでは、膝づいて半裸の、絶望し、恐怖に満ちた女性が描かれている。天使の鞭は彼女に
向かっているからである。彼女は、寄り添っている女性の膝の上に手を置き、その女性は天使
を見ている。その隣の人物は、まさに裸のバッカスの巫子で、見る人に背中を向けている。ま
た美しく着飾った女性が、ティルソスを持って、巫子の周りを踊っているように見える。この
シーンは外側の壁の窓までの長いスペースを占めている。 
後ろの壁が最奥の聖域だが、入門者はこの第 8 シーンで一度統合したその聖域から再び切り
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離される。入門者は人間として痛みを感じていて、黒い天使が彼女を神的なものから切り離す
のである。アニムスの象徴はみられないが、代わりに入門者は、女祭司の支えを得ている。女
性が自分が女性であるという現実にしっかり根差すには、他の女性から全面的に受け入れられ、
その人を信頼することが必要なようである。第 8 シーンの女祭司は、第 7 シーンの入門者と同
じ帽子を被っていて、かつて彼女も同じ間違いをしていたこと、そのために入門者をよく理解
でき、慰めを与えることができるということを表している。。秘儀の目的は、人間の神格化では
なく、ディオニソスとの統合で、人間にあるディオニソス的な火花、不死のたましいの開放に
ある。第 8 シーンには、あと二人の人物が描かれている。一人は裸で踊っている女性で、裸で
あるということは、神であるということを表し、彼女は入門者の神の火花の部分、アリアドネ
の冠と関連する人間の不死のたましいを象徴している。そしてその後ろのきれいに着飾って
ティルソスを持った女性は、救いを見いだし、自分にとっての正しい道を学んだ、イニシエー
トされた入門者であるという。彼女の持っているティルソスは、松明と同じように入門者のア
ニムスを象徴している。 
９）第 9シーン：The wedding toilet and Eros 
窓の反対側は、女中に髪を梳かせている淑女が描かれている。一人のエロス（キューピッド
の姿の）が彼女のために鏡を持っていて、もう一人のエロスは反対側で静がに見つめている。
ここで、長い外側の壁は終わりになる。 
 第 8 シーンでは、入門者の髪は乱れたままであったが、ここで整えられている。髪は頭の中
の思考を象徴し、ここではそれが意識化されたことが示されている。小さな羽根のある精霊（エ
ロス）は、無意識からのメッセンジャーと考えられ、この女性に彼女の内的な反応がどんなも
のかを示してくれる。髪をを６つの塊に結うのが結婚の時の当時の習慣であり、この女性が花
嫁であることは多くの研究者が認めるところであるという（Maiuri1954, trans. Gilbert p105）。 
10）第 10 シーン：The “Domina”, the mistress of the house 
短い外側の壁に沿って、家の前のテラスに通じる大きな出口の反対側に、一つのシ―ンが描
かれている。豪華に着飾った淑女の肖像が描かれている。彼女は背もたれのある椅子にすわり、
手をクッションの上に置いている。この絵は、Domina として描かれ、この館の女主人と考え
られる。 
この女主人は、後ろの壁のディオニソスとアリアドネの像と向き合う位置に描かれている。
これは、館の女主人は、記憶の女神であるムネモシュネであることをあらわしているという。
儀式の一部始終を、人間の生を記憶している。 
 
Fierz-David（1988）は、アリアドネの神話を次のように解釈している。アリアドネは自分
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のオリジンである迷宮（地下の世界）を否定し、テセウスと結ばれようとした。これは意識の
一面性であり、それは失敗に終わる。ディオニソスは、迷宮のミノタウロスでもあり、アリア
ドネは彼女が切り捨ててきたその部分ともう一度結合する必要があった。それが統合された一
人の人になるのに重要なことであったというのである。彼女はディオニソスと統合することで、
地下の見えないものから見えるものになった。アリアドネという名前の語源は、明らかになる
という意味を持っているという。女性は誰でも心の中にミノタウロスを住まわせている。その
ミノタウロス性を統合することで、見えないものから見えるものに、明らかになったというこ
となのだろう。秘儀荘のフレスコ画を理解するには、ディオニソスととアリアドネの神話とそ
の意味を理解することが大切であるという。 
女性の入門者は、最初にディオニソスとアリアドネの神話を聞き、一連の儀式を経ることで、
アリアドネの神話を生き直す体験をするのである。その中で、自分のこころの中のミノタウロ
スを認識し、そこにディオニソスの神性も見いだすのではないだろうか。いまわしいもの、見
たくないものとしてミノタウロスを切り捨ててしまうことは、却って生きる幅を狭めてしまう
ものなのだろう。本来の自分、本来の人間を感じ、それは半分はタイタンの罪で、半分は神の
かけらなのだが、それとつながっていることが感じられると、地に足のついた安心した感覚が
得られ、それまでとは違う視点で自分や自分の人生をみることができるのかもしれない。古代
ローマの女性は、何か人生上の滞っているものがあったり、あるいは自分のおかれた状況で十
分に生きられない窮屈さを感じて、こうした教団に救いを求めたのではないだろうか。それは
どこか現代の私たちともそれは共通するものがあるように思える。 
 
６、シュメールの神話にみる女性のイニシエーション 
 
やはり女性のイニシエーションと解釈でき、秘儀の部屋のイニシエーションとも内容的に似
ている神話がある。イナンナ・イシュタル Inanna-Ishtar とエレシュキガル Ereshkigal の神
話で、Perera が女性の根源と精神スピリットの回復という視点で解釈をしている（Perera,1981,
杉岡・小坂・谷口訳 1998）。紀元前 3000 年のシュメールの粘土板に記された「イナンナの冥
界下り The descent of Inanna」といわれているものである。以下に簡単に物語を要約する。 
「イナンナという女神が冥界に下ることを決意し、宝石や胸飾りなど 7 つの装飾品を身につ
けて向かう。冥界には 7 つの門をくぐっていくが、門を一つくぐるごとに装飾品や服をはがさ
れて、ついには裸にされてしまう。冥界の女王のエレシュキガルがイナンナに死の裁きを下し、
イナンナは死体となり、木の杭にぶら下げられてしまう。3 日 3 晩たってイナンナが帰らない
ので、侍女のニンシュプルは神々に助けを求めた。なかなか助けは得られなかったが、最後に
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エンキという父の神がカラトゥルとクルガルラという二つの生き物を作り、生命の食物と水を
託し、「エレシュキガルの言葉を聞き、同じ言葉をもって返答し、彼女の病を癒してやりなさい。
ただし、川の水を贈られても、畑の大麦を贈られても、受け取ってはならない。イナンナの死
体を求めよ。そして生命の食物と水とをかけるのだ」と命ずる。2 人は言いつけを忠実に実行
し、イナンナは生き帰る。冥界から帰る条件に、身代わりを差し出さなければならず、そのた
めに悪霊たちが彼女についてきた。イナンナは彼女の身体を心配もせず生活を楽しんでいた夫
のドゥムジを身代りに選ぶ。ドゥムジはイナンナの兄に頼んで蛇の姿となり、姉のゲシュティ
ンアンナのもとに行くが、悪霊たちの厳しい追跡で冥界に連れていかれることとなる。姉は連
れ去られた弟を求めて放浪する。その後イナンナは、ドゥムジとゲシュティンアンナが、それ
ぞれ半年ずつ冥界にとどまるように運命を与えた」 
 ペレラ（1981、杉岡・小坂・谷口訳 1998 p7）は、男性原理を受け入れ、社会に適応してい
る現代の女性を父権制の娘と呼び、本来の女性性から切り離されてしまっていると、そしてこ
の神話は、父権制の娘として生きている現在の女性にとって、自分の根源の女性性とつながっ
ていくのを助けてくれるイメージではないかと述べている。父権制の娘とは、母との関係が薄
く、つまり自己（セルフ）の元型がまず布置されるような人との関係が薄く、父や恋人を通し
て満足を得ようとする傾向がある女性のこと。母―娘の元型の象徴的な表現として、デーメー
テル―コレーの神話があるが、この神話とのかかわりが見いだせない女性とも述べている。こ
のような女性に必要なのは、「防衛やペルソナとの同一視をはぎ取っていくこと、そして、適切
とはいえないパターンの死と、本物の、確かな、バランスのとれた自我の誕生とが、私たちを
待ちうけているような段階を開始すること」であり、そのために「イナンナの冥界下り」は、
イニシエーションのイメージを提供してくれるというのである（同書 p17）。 
イナンナは典型的な、ポジティヴな少女プエラ、つまり、永遠に若く、動的で、獰猛で、感覚
的な処女の娼婦であるという。いろいろな仮面をつけている現代の私たちからすると、とても
自由なイメージがある。ペレラは、「誰から見ても女性として好ましいとされた行動は、女神が
本来の姿が矮小化されていくにつれて、聖なるものとの関係を、失ってしまいました」、「女性
の喜びに満ちた肉欲を、淫らなもの、そうでなければセンチメンタルか、母性的なものに貶め
ていた。女性の生命力は、義務と従順さに縛り付けられていた。このような価値の切り下げは、
よりどころを持たない、父権制の娘たちを生み出し、彼女らの女性的な力や情熱は引き裂かれ、
天と地の女王の象徴していた本能的なパターンに反する偽りの精神によって、手の届かない天
界にある夢や理想が、うやうやしくあげられた。それはまた欲求不満の口やかましい女たちを
も生み出した。（同書 p29）」とも述べている。ああいるなこういう人、と何人か知っている人
が思い浮かぶのではないだろうか。 
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木の杭につるされるイナンナは、秘儀の部屋で、松明を十字架のように背負っている入門者
と通じるものがある。また殺されてつるされるのは、鞭打ちのシーンとも似ていると言えるだ
ろう。テーマとなっているのは、本来の女性性ということである。 
 
７、女性の儀式と現代の女性 
 
はじめに、なぜ女性の儀式なのだろうというのが疑問であったが、これには、当時の女性の
抑圧された社会的な地位というものがありそうである。当時の女性は、良き妻、良き母におし
こめられていたようである。女性が本来の持っているものに素直に生きることは難しいことで
あっただろう。ディオニソスの教義に共感し、入門する背景には、この世では生きられない生
の部分に触れることができるからだったのではないか。 
 心理臨床の現場で、たとえば拒食やリストカットなど、身体で表現されている女性の心理的
問題を考えることがよくあるが、単に親子の問題、家族の問題というよりも、その背後で、世
代をまたいで本来の女性性を生きられていない、女神から切り離された女性たちが浮かび上が
るように思われる時がある。また直接、性・麻薬の問題を抱えている人もいる。こうしたこと
は、もともとの宗教性がなくなってしまっていることによって、むき出しの性的な逸脱行為に
なっているように見える。 
何らかの行き詰まりや、あるいは神経症の症状や、問題となることがあって相談の場に訪れ
る人の個性化の過程は、これまでみてきた秘儀の間の儀式と似ているところがある。古代の女
性が秘儀の間で体験したことを、相談の場で、内的に体験しているということなのだろう。 
 
８、おわりに 
 
 こころの中のミノタウロスと切れてはいけないようだ。これはシュメールの神話ともつなが
るところである。自分のオリジンと切れないでいること。現代の社会では、良き妻、良き母以
外に、大地から女性を切り離すものが多いかもしれない。父の娘しかり。男性原理が強い中で
は、その原理を女性も普通と受け止めてしまうので、さらに女性が女性として生きにくいのだ
ろう。秘儀荘のフレスコ画の意味を考えていくことは、そのことに気づかせてくれるのではな
いだろうか。どのように生きるか、それはその人のオリジナルなのであるが。描かれたものか
らヒントを受け取り、考えていくのが私たちの仕事なのかもしれない。しかしこれは、秘儀の
間があったのが約１世紀、シュメールの神話から考えると、5000 年前から考えられてきたこと
らしい。長い過程である。ということは、先輩、仲間はたくさんいるということだろうか。 
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注１：金梅花の枝：香りのある白い花をつける。葉や果実にも芳香があるところから古くはビーナス
（Venus）の神木とされ、また愛の象徴として結婚式の花輪に用いる。（ランダムハウス英和辞典） 
注２：シレノス（Silennus）：ディオニソスの養父。パン神またはヘルメスとニンフとの子。しし鼻で馬の
尾と耳を持ち、禿げ頭で太鼓腹。もともと水の精である彼は、実用的な知恵があるという評判で、
予言の能力があった（Grant・Hazel 1973）。 
注３：ファウヌス（Faunus）：ローマの古い田園の神。やがてギリシアのパン神と同一視される。予言の
能力を持つ（Grant・Hazel 1973）。 
注４：パン（Pan）：牧場、とりわけ羊と山羊の神。彼の名は「羊飼い」または文字通り「餌をやるもの」
を意味している。さまざまなものが両親であるとされ、父はヘルメス、ゼウス、アポロン、クロノ
スなど、母はカリスト、ペネロペ、ヒュブリス、牝山羊。母は彼を産んで、その姿を見て仰天し、
彼を置き去りにした。山羊の足をして、頭には小さな角が生えていたからである。それで、ニンフ
たちが彼を育てた。中性の悪魔のイメージはこのパンの姿から由来している。パンはアポロンほど
ではないが、音楽家でもあった（Grant・Hazel 1973）。 
注５：ティルソス（バッカスの杖）（Thursos）：古代ギリシアのディオニソス祭祀で使われた聖杖。きづ
たやぶどうを巻き付け、先端に松かさを取りつけた杖で、神自身の持ち物でもあり、信女らも携え
た。霊妙な威力を発揮し、無敵の武器ともなり、乳や蜜、清水などを自在に湧きださせると信じら
れた。（ブリタニカ 2009） 
注６：コニウンクチオ（coniunctio）：錬金術における、互いに似ていない物質の結合の象徴。ユングはこ
れをこころの機能を表す一つの元型とみなし、二つないしはそれ以上の無意識の要素間の関係パ
ターンを象徴するものと考えた。この象徴的投影が、男性と女性、王と王妃、太陽（ソル）と月（ル
ナ）などである。こころの過程では、コニウンクチオに続いて、再生・変容が起きると考えられた。
あくまでもこころの中の過程のことであり、外的なことと混同されると、性的な逸脱行為にもなり
うる（Samuels, 1986）。 
注７：自我肥大（ego inflation）：集合的なこころとの同一化に関係する。この同一化は、無意識の元型的
内容によって引き起こされるか、もしくは意識の拡張の結果である。これに測り知れない力を持っ
ているという感じや、唯一無二の独自な存在であるという感じの伴う時と、無価値感、無意味感が
伴う場合とかある。ユングは、「意識の無意識への退行であり、多くの意識内容を意識が引き受けす
ぎ、区分する能力を喪失した時である」、「禅であれ、悪であれ、何かに憑かれた状態が生じる」と
述べている（Samuels, 1986）。 
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